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「色彩学」ことはじめ

緒方　康二 　夙川学院短期大学

陰陽五 行説一 龍と色彩一

岡崎　信雄　イ オンエ学セ ンター

「色彩学」を造形教育の
一環と して カ リキュ ラム に位

置づ けたのは ， 京都高等工芸学校 （現京都工芸繊維大

学）図案科が はじめ て で あろう 。 高等工芸学校の創立

は明治35年であるが，明治38年のカ リキ ュ ラム改定に

と もな い
， 図案科の科 目 に新た に 「色彩学」が登場 し

て いる 。 カ リキ ュ ラム改定の中心人物は ， イギリス で

の留学を終え帰国した建築家武田五
一

で ある 。

　武田は東京帝国大学工 科大学造家科の出身，工 科大

学助教授に在職中に新設予定の高等工芸学校図案科教

員候補 と して ， 「図案学研究」を 目的と して 文部 省か

ら留学を命ぜ られる 。 留学にあた っ て は単に専門を深

く研究するのみな らず，帰国後は 「学科 ノ授業ノ細目

ヲ選定シ」「本校将来ノ盛衰八 氏 ノ経営二 」ゆだねる

と い う ， 莫大な責務が課せられ て いたの で ある。 留学

期間は明治34年か ら30年ま で であ っ た 。

　留学の成果を踏まえ，図案科のカ リキュ ラ ムに意欲

的に導 入され たであろう 「色彩学」は ， 『京都高等工

芸学校初十年成績報告」によれ ば物理光学から色覚異

常の 問題，当時 の 表色系 の 紹介，色 の命名法，色彩調

和， 色彩心理，色彩史，色彩文化まで，全 14項 目 に わ

たる詳細な内容を構成する 。 日本初の色彩学文献で あ

る矢野道也 の 「色彩学」が明治40年の刊行で ある こ と

を思 え ば，武田の 「色彩学」が い かに画期的で あ っ た

かが知れよう 。 た だ カ リキ ュ ラム 改訂の 明 治3B年

（］905） は ， マ ンセルが 『カラ
ー ・

ノ
ー

テ
ー

シ ョ ン」

によ っ て 独自の 表色系を発表した年で もある。従 っ て

表色系の 紹介にシ ェ ブルールほか ， ドイ ツ の べ ゾル ト，

イギ リ ス の ベ ン ソ ン な ど ， 今日あ まり馴染 み の な い 名

が連な る の はやむを得な い所であろう 。

　勿論 「色彩学」は実習と連勤 して い た 。 現在京都工

芸繊維大学に は，武田が指導した で あろう色彩実習作

品も い くつ か残ざれて い る 。 バ ウ八ウスにおけるイ ッ

テ ン の 画期的な色彩教育が1919年 に始ま っ た こ とを思

えば，武田の r色彩学」の先見性 は高く評価され てよ

い の で はな い かと 思 う 。

　平 安建都 12D口年，過日，　 NHK の TV で
“

よみ がえ

る平安京
”

と い う番組が放映された 。 平安京は陰陽師

が風水思想によ り選定 した理想の地 ， 龍脈と呼ばれる

東山，北山，西山に 囲まれ，東に青龍，西 に白虎，北

に 玄武 を 配 し
， 桂川 ， 鴨川が合流する 南 に 朱雀 を 配位

する 。 龍脈が発する
“

気
”

は風水の如 しと話う。

　 こ の 風水思想 に現れる青龍 ， 白虎 ， 朱雀 ， 玄武は陰

陽五 行説の 四神で ある 。 陰陽五 行説は 「陰」『陽」の

五 気が天地を創造し，陽は天 となり，陰は地となると

説 く。
こ の陰と陽の相互作用が ， 天に日 ， 月 ， 星を生

じ，地 に木，火 ， ±，金，水の五気 （元素）を生 じた 。

この五元素の相互反応が地上を支配する 。 こ の五気に

は色彩，季節，方位，天地四方を支配する四神などの

事象 ， 事物に配され，森羅万象を支配する 。

気

色

方

時

神

五

五

五

五

四

木

青

東

春

火

紅

南

夏

青龍，朱雀，

金

臼

西

秋

，

，

央

用

土

黄

中

土

水

黒

南

冬

白虎，玄武

　この配位を眺めて い ると 20DO年前に作られた思想が，

現代におい て も理 に適 っ て い る よう に 思われる 。

　龍姿 と龍形を彩る色彩は ， 青 ， 黄 ， 紅 で ある 。 青は

活発 な生命現象を現す草木生成 の 色 で あ り，青龍は万

物に生気を与え る 象徴であろう 。 黄は大地を象徴し，

方位の中心であ り，麁の中心 に位置する 。 金龍は大地

を支配する権力の 象徴で ある 。 紅は太陽が南天にあり，

紅火 の 如 く大地を照 らす 。 紅事 は吉事 ， 結婚式をさ し，

紅龍 は吉兆を象徴する。白の 方位は太陽が しずむ西に

在り，暮色 で あ り，秋，落陽の 季節で ある 。 白事は不

幸事，葬式をさ す 。

　青龍の 青は日本の緑色 で ある 。 緑は唐三彩の黄緑に

近 い 。 青は藍，赤は紅である 。 同文同種とは言え，多

少とも色の表示 に違い があるようだ 。
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